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［要約］AIや IoTなどの急速な技術の進展により社会が激しく変化し，多様な課題が生じている現代社会の問題

に対応するには，これまでの教科の枠にとらわれず，各教科での学習を実社会での問題発見・解決に生かしてい

くための教科横断的な教育が重要視されている．本研究では，STEAM教育の中でも，理科における探究学習の過

程，技術分野のプログラミング教育に焦点をあて，プロジェクト全体を通した問いとして，「災害への課題解決に

向けて，テクノロジーで解決できることは何だろう」ということをテーマに実践を行った．この実践を通して，

科学的根拠に基づき探究する自律型学習者の育成のために，生徒主体による学習活動・日常生活・社会との関連

を重視した探究的な学習に取り組むことの有用性について，成果と課題を整理した． 

［キーワード］教科横断的な学習，STEAM教育，プログラミング教育，PBL，探究学習，パフォーマンス課題 

Ⅰ．問題の所在 

AI（人工知能：Artificial Intelligence）や IoT（モノの

インターネット：Internet of Things）などの急速な技術

の進展により社会が激しく変化し，多様な課題が生じ

ている現代社会の問題に対応するために子ども達の

汎用的な資質・能力の育成が求められている．そのた

め，これまでの教科の枠にとらわれず，各教科での学

習で獲得した見方・考え方を実社会での問題発見・解

決に生かしていくための教科横断的な学びが必要と

なっている．理科という教科の枠を越えて，教育課程

全体の取組を通じて，生徒一人一人が，自然環境や地

域の将来などを自らの課題として捉え，そうした課題

の解決に向けて，他者と協働しながら自分ができるこ

とを考え実践できる生徒（自律型学習者と定義）を育

成する必要があると考えられる． 

Ⅱ．研究の方法 

1．対象と期間

国立中学2年生（男子64名，女子62名）を対象に

2022 年 10 月 29 日～12 月 1 日に計 5 回の授業実践を

行い，後日，Google フォームでアンケートを行った． 

2．研究方法 

2．1．生徒主体による「学び合い」学習の実践 

教師主導の知識注入・伝達型の一斉授業では，生徒

の理解度に個人差が生まれることがある．そこで，１

人１人の特性に応じた学びを実現するために，西川

（2019）が提唱している「学び合い」（図１）という手

法を使った．「学び合い」とは，教師が与えた課題や目

標に対して，生徒同士が教え合うことなどによって，

全員が目標達成することを目指す活動で，教師はファ

シリテーターに徹し，生徒同士の活動の中で学びが生

まれる授業を設計する．「学び合い」がスムーズに進む

手立てとして，スタディ・ログ（学習記録データ）に

基づいた教師の支援や，「座席を決めない，おしゃべり，

席立ち自由」の形式の授業を行う．生徒同士の意見交

流が活発に行えるよう，ICT の特性である「情報を整

理・分析，表現できる」「双方向でやり取りできる」等

を活かして，端末とロイロノートを活用し，学習した

内容を整理し学級全体で多様な見方・考え方を共有で

きるようにした． 

図１ 「学び合い」学習のイメージ 

6



2．2．日常生活や社会とのつながりが実感できる探究

学習の実践 

日常生活や社会で活躍しているスペシャリスト

（専門家）をゲストティーチャーに招き，『理科×○

○○○』というテーマで実践した。体験談や実験・

観察等の講義を行った．生徒は，理科という教科を

きっかけに，教科の枠を越えて学ぶことと自分の人

生や日常・社会とのつながりを実感する．一人一人

が地域の将来などを自らの課題として捉え，そうし

た課題の解決に向けて自分たちができることを考

え，実践する姿を目指した． 

本実践では，プロジェクト学習のテーマに世界的な

課題となっている SDGｓや STEAM教育を組み合わせ，

各教科（理科・技術等）の特性を生かした教科横断の

単元構想を設計した．既有の知識や経験，理科や技術

など各教科の学びなど，様々な「つながり」を通して，

生徒の自己主導型の学習デザイン，教師のファシリテ

ーションのもと，問題や課題，仮説などの立て方，問

題解決に関する思考力や協働学習等の能力や態度を

身に付けることを目指した． 

Ⅲ．結果 

1．単元計画

1．1．単元名 

 テクノロジーを活用した災害の課題解決（第２学年） 

1．2．単元計画（全5時間） 

時間 教科 ねらい・学習活動 

１ 理科 
理科の見方・考え方を働かせ，防災にはどのような応用可能性

があるか科学的に探究する． 

２ 技術 
技術分野の見方・考え方を働かせ，設定した課題を解決するロ

ボットや機構の動作をフローチャートで作成する． 

３ 総合 
外部講師を招いたエキスパート活動を通して，防災ロボットの

アイデアを形にする． 

４ 総合 
ジグソー活動として，エキスパート活動で企画を持ち寄って話

し合い，発表会用の資料の作成を行う． 

５ 総合 発表会を通してプレゼン資料の妥当性について再検討する． 

2．授業の実際 

2．1．理科（１/５時間目） 

ア 主題

自然を生かした防災テクノロジーで商品企画を提

案しよう． 

イ ねらい

暮らしの中に自然界の生き物の形状や動きを模倣

した科学技術（バイオミメティックス）が様々な形で

応用されていることを理解し，防災にはどのように応

用可能か科学的に探究する． 

ウ 展開

エ 生徒成果物

図２ 災害現場で活躍するロボットのアイデア 

図３ 商品企画シート 
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2．2．技術・家庭科（技術分野）（２/５時間目） 

ア 主題 

災害で活躍できるロボットの動きの流れをフロー

チャートで表そう． 

イ ねらい 

設定した課題を解決するロボットや機構の動作を

フローチャートで構想できる． 

ウ 展開 

 

エ 生徒成果物 

 

図４ ロボットのフローチャート 

2．3総合的な学習の時間（３～５/５時間目） 

ア 主題 

防災ロボットのアイデアをプレゼンしよう． 

イ ねらい 

「持続可能な社会の実現」のために何が問題で何

ができるのかという，自分で課題を立て，情報を集

め，整理・分析して，まとめ・表現することができ

る． 

自分たちで防災テクノロジーについてオンライン

コンペで提案することで，一人一人の防災・減災の

意識を高め，積極的に社会に参画しようとする． 

ウ 展開 

 

エ 生徒成果物 

 

図５ オンライン発表会資料 

 

Ⅳ．考察 

1． 生徒主体による「学び合い」学習の効果 

生徒主体に生徒主体による「学び合い」学習の効果

を測るため，「学び合い」学習の授業を行っている生徒

に学習の理解についてのアンケート（資料１）を行っ

た．2020年度（中学３年生９月実施）と2021年度（中

学２年生１月実施）に同じ質問項目で実施したところ，
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上位三つとも同じ項目であった．この結果より，教師

主導の知識注入・伝達型の一斉授業より，実験・観察，

他者との交流による生徒主体による「学び合い」学習

を行うことが生徒の学習の理解度に効果があること

がわかった．生徒主体による「学び合い」学習を行う

ことで，生徒は教えられるのを待つのではなく，自ら

学ぼうとする自律型学習者へと変貌し，他者と対話し

ていくことで，自分だけでは得られない多様な情報や

価値観を得ることができ，他者への説明を通して，情

報として得た知識や技能をより自分のものにするこ

とができたと考える． 

 

資料１ 生徒の学習の理解度アンケート集計結果 

2．日常生活や社会とのつながりが実感できる探究学
習について 
単元終了後に生徒にアンケート（資料２）を行っ

た．日常生活や社会とのつながりの有用性について
７割以上の生徒が肯定的に捉えており，教科横断的
な探究課題に取り組むことは，生徒は学ぶことと自
分の人生や日常・社会とのつながりを実感すること
になっていると考えられる．また，9割の生徒が，教
科の学びをつなげるデジタルポートフォリオ（図
６）が有効であると答えている．ポートフォリオの
型が探究学習を導く役割を果たし，考えを比較・関
連させて新たなアイデアを創造したりするのに効果
的であったといえる． 
しかし，持続可能な社会に向けて行動したいと思

う生徒はおよそ5割であり，社会参画意識の醸成に
は効果的であるものの，実際の行動変容までは至っ
ていないと考えられる．このような学習を一過性の
学習で終わるのではなく，他教科との横断的な授業
や，学校全体としての指導計画の見直しなど，カリ
キュラムマネジメントに取り組んでいくことが必要
である． 

 

資料２ 単元終了後アンケート集計結果 

図６ 教科の学びをつなぐデジタルポートフォリオ 

 

Ⅴ．おわりに 

科学的根拠に基づき探究する自律型学習者の育成

には，生徒主体による学習活動や，日常生活や社会と

の関連を重視した探究的な学習を取り組むことが効

果的であるとわかった．これまでも真木（2021）や中

村ら（2021）で報告しているように，他の教科・科目

の内容や異校種間連携を促す実践も行ってきている．

理科全体，本学の授業全体で子ども達の学びの姿勢が

どのように変化しているのかも確かめる必要がある．

今後は，生徒一人一人が学んだことを，どのように生

活に生かし実践に繋げていくか，自分にできることを

考え行動する生徒の姿に迫る指導改善を一層図りた

い． 
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